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の 心拍出は動脈 で はなく静脈 に拍出 して おり
,
定

常波 の静脈に病児の 動脈波形を合算した特徴的な

波形を示 した . また, 上述の 所見は出生後の血管

造影及び剖検 にても確認 された .

【結語】 今回検討 し た 4 例 で は
,
い ずれも静脈管

の 欠損を特徴と して い た . また
,
痕跡心臓 にお け

る胎児血流波形 パ タ ー ン は今ま で に報告された パ

タ ー ンとは違う特徴的な血流波形で あ っ た .

6 　 R e p r o u c t i v e  a u t o i m m u n e  f a i l u r e  d y n -y m
-

d r o m e  ( R A F S ) の 観 点 か ら 見 た 妊 娠 予 後 改

善に関する試み

田村正毅・高木偉博・夏目学浩

石井桂介・高桑好一・田中憲一

新潟大学産科婦人科

近年 , R e p r o d u ctiv e a u t oi m m u n e f ail u r e s y n -

d r o m e と い う疾患概念が提唱され, 反復流 ･ 死産

の 原因と して だけでは なく妊娠中毒症や子宮内胎

児発育遅延の 原因と して 抗リ ン脂質抗体の 関与が

注目されて い る . われわれは
,
反復流 ･ 死産症例

,

重症妊娠中毒症症例にお ける抗リ ン脂質抗体の 陽

性率を検討 し,
一

般妊娠婦人の 抗リ ン脂質抗体と

妊娠予後に関する前方視的解析などにより
,
その

因果関係を指摘 し, 予防的治療を試み 良好な成績

を得て い る . 今回
,
当科の 治療方針, 予防的治療

の 実際,
予防的治療が著効 した症例 の経過を報告

する. さ らに既往異常妊娠症例 ( 重症妊娠中毒症

などを伴 い
,
超低出生体重児を分娩する に至 っ た

症例) で抗リ ン脂質抗体陽性で あ っ た 1 5 症例 に

対する予防的治療の 成績と ,
既往異常妊娠症例 で

抗リ ン脂質抗体陽性セあり予防的治療を要すると

判断される も患者の 希望 にて経過をみ た 4 症例 に

つ き報告する .

7 　 3 0 才 未 満 妊 娠 婦 人 に お け る ヒ ト パ ピ ロ ー マ

ウイルス（HPV）感染に関する多施設共同

研究

･高桑好一・石井桂介・田村正毅

田中憲一

新潟大学産科婦人科

平成13年度厚生科学研究「妊

産婦の S T D および H I V 陽性率

及び妊婦STD及びHIV感染の

出生児に与 える影響に関する研

究」研究班

子宮頚癌の 発症ウイ ル ス で ある ヒ トパ ピロ ー

マ

ウイ ル ス ( ⅢP V) が S T D と して 注目されて い る .

今回多施設共同により, 3 0 才未満の妊娠婦人に つ

い て H P V の 陽性率を検討し た. 1 1 8 5 例中 2 4 9 例

( 2 1 .0 % ) で 陽性であり
,
3 0 才未満の 妊娠婦人の

2 割強に H P V の 感染が生 じて い る こ と が推察さ

れた . とく に -

1 9 才の 年齢階層 で は 3 9 例中 1 8

例 (4 6 .2 % ) で H P V が認められた . ま た 2 0 才 -

2 4 才 の 年齢階層 で も 2 4 1 例中 6 8 例 (2 8 .2 % ) に

陽性で あ っ た .

一

方 2 5 - 2 9 才 で は 1 8 . 0 % (9 05

例中1 63 例) の 陽性率で あ っ た .
こ の 結果,

- 1 9

才および 2 0 才 - 2 4 才 の 年齢階層 で は 2 5 才 - 2 9

才 の 年令階層に比較 し
,
有意に高率で あ っ た . さ

らに
,
ク ラ ミ ジア 抗原

,
H P V を共 に検索 した症例

に つ い て
,
複合感染 に つ い て 検討 した . ク ラ ミ ジ

ア 陽性の 5 1 症例中 1 9 例 ( 3 7 . 3 % ) に H P V が陽

性 で あ っ た . また
,
ク ラ ミ ジア 抗原陰性症例 1 1 3 4

例 で は H P V は 2 3 0 例 (2 0 .3 % ) に陽性であ っ た .

ク ラ ミ ジ ア抗原陽性症例 における ⅢP V 陽性率 は

ク ラ ミ ジア 抗原陰性症例 に比較 し
, 推計学的に有

意 に 高率 で あ っ た . 以上 より
,
若年妊娠婦人 で

H P V の 感染 が高率 で ある こと
,
ク ラミ ジ ア との

複合感染が高率で ある こと が明らか に な っ た .

8 　 S i r e n o m e l i a （ 人 魚 体 症 候 群 ） の 症 例 に つ い て

須藤寛人・山口雅幸・福井直樹

菊池朗・安田雅子・安達茂実

長岡赤十字病院産婦人科

人魚体症候群 は両脚結合を示す大奇形 で あり
,
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発生頻度は希で ある. 私達は
,
最近, 本症例を経

験 したの で
,
過去 に経験 した 1 例を加 えて, 症例

報告を行 っ た.
い ずれも胎児診断は下せ なか っ た

が
, 文献上の 検討を踏まえると, 診断の ポイ ン ト

は
, 強 い 羊水過少症, 胎児腎無形成 , 両足結合, 早

一

勝帯動脈であると思われた.

9 術前に気管内挿管, s e d a ti o n 管理下 にて気胸

気腹を呈 した横隔膜 ヘ ル ニ アの 一

例

内藤美智子 ･

新 田 章票 ･

内藤 真 一

永山 善久 * ･

坂野 忠司
* ･

大石 昌典
*

山崎 明
*

新潟市民病院小児外科

同 小児科
*

胎児 e c b o で横隔膜 ヘ ル ニ ア と診断, 母体搬送.

翌 日帝王切開 . 在胎週数 3 9 週 2 日3 2 6 8 g 生直後

より H F O
,
s e d ati o n 管理 . 胸腹部 Ⅹ

-

P で縦隔の右

方偏位, 左胸腔内に腸管ガス像を認め, 左横隔膜

ヘ ル ニ ア と診断 . 全身及び呼吸状態良好で待機手

術可能と判断. しか し
, その 後胸腹部Ⅹ

-

P 上気縦

隔 ･ 気胸 ･ 気腹を認めた .

日齢3 で 手術施行. 横隔膜欠損孔径 は 4 . 5 c m X

I c m . 胸腔内脱出臓器は小腸, 牌臓 ,
上行 ･ 横行

結腸及び胃噴門側 1/ 3 , 腸回転異常症を合併. 節

か らの ai r l e a k はなく, 消化管穿孔も認めず. 横

隔膜欠損孔は,
一 次修復可能と考え縫合閉鋳.

術後 Ⅹ-

p 上, 左肺の良好な拡張を認め , 術後 1 3

日目で抜管. 術後経過良好 で, 術後 4 5 日 目に退

院.

気縦隔より気胸気腹を呈 した横隔膜 ヘ ル ニ ア の
一

例を経験 したの で報告 した .

1 0 肝内胆管減少症が疑われた閉塞性黄痘の男児例

内藤万砂文
･

広 田 雅行

長岡赤十字病院小児外科

症例 は生後 1 ケ月の 男児. 灰白色便, 閉塞性黄

痘が出現, 腹部 エ コ ー で胆嚢が描出されたが黄痘

の 改善 がみられな い ため ,
5 5 生日 に試験開腹術を

施行 し た. 術中胆道造影 で肝外胆管を認め十二 指

腸 へ の 通過も良好で あ っ た が, 肝内胆管は左右肝

管 か らの 分枝が極めて細か っ た . 肝組織所見で は

胆汁う っ 滞が著明で
, p o rt al a r e a に胆管はみ とめ

られなか っ た . ｢肝内胆管減少症+ と診断し, 胆嚢

外療造設の み で 手術を終 了した. 術後も閉塞性黄

痘が持続して い た が, 1 0 6 生 日より黄痘の 低下傾

向がみ られ, 1 3 0 生 日に は黄痘が消失 した . 本例

は肝内胆管が遅れて発育 した症例と考えられた .

1 1 横隔膜ヘ ル ニ ア , 長期待機の 2 例

大沢 義弘 ･

近藤 公男 ･

平山 裕

太田西 ノ内病院小児外科

横隔膜 ヘ ル ニ ア の 手術 は術前安定化 ( 7 2 時間

以上) を計 っ て か らの 待機手術が
一

般化 しつ つ あ

る が, い つ まで待機 して い い もの か , 定説はな い .

また
,
実際に待機 して て 安定化 の得られ な い 時,

い つ まで
,
その 間更 に悪く な っ た ら, と不安は尽

きな い .

昨年, 待機期間を比較的長く ( l l , 7 日) 取ら

ぎるを得なか っ た 2 症例 を経験 した.

症例 1 : 31 7 8 g , 帝切, A a D O 2 6 4 1 m m H g , 待機

中, 噂疾が多くチ ュ
ー ブ閉塞あり肺炎も併発, 結

局 9 生日以降に安定化が得られ 1 1 生日手術 ( 左

全欠損にパ ッ チ閉塞) .

症例 2 : 2 8 2 0 g , A a D O 2 6 6 7 m m H g , 始め安定 し

つ つ あ っ たが
,
肺炎もあり 5 生日以降に安定し

,
7

生日手術.
い ずれも生存.

1 2 出生前診断された先天性肺嚢脆性疾患の 一

例

- 周産期管理を中'いこ -

飯子召

金田

石井

永田

泰史 ･

窪田 正幸 ･ 八木 実

聡
･

木下 義晶
･

山崎 哲

史郎
*

･ 松永 雅道
*

･ 竹内 一 夫 *

裕子
*

新潟大学附属病院小児外科

同 周産母子セ ン タ ー
*

症例は 0 生日の 男児 . 胎生 2 6 週, 近医にて 羊水

過多と左胸腔内腫癌性病変を指摘 され, 超音波 ,

M RI に て S t o c k e r 分類 3 型 の C C A M と診断さ れ




